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このノートは…

　かならず読んで下さい
　　日常活動で生かして下さい
　　　ファイルをして残して下さい

各戸回覧して下さい。
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ボランティアリーダーの声をきっかけに、
「子どもが自由な発想で様々なことに

挑戦できる場をつくろう」と考案された「子ども自然村」
昭和58年から廃止に至るまでの約30年間、

多くの皆様方に支えられ
たくさんの子どもや若者が育ち、活躍しました。

青年リーダーはこれからも子ども会の
新しい未来に向けて日々チャレンジしていきます
子ども会活動が好きだ、子どもや仲間たちが好きだ。

純粋な気持ちを胸に、今日も1歩先へ

兵庫県子ども会連合会　青年リーダー



子ども会は、子ども達が地域の中で逞しく健やかに育ち、一人ひとりの特性を
生かした成長を願い、豊かな遊びや体験活動を行っています。

◦　子どもが主体となった活動「子どもの手による子ども会」を支援しています。
◦　子ども会育成会の充実を図るため、指導者・育成者の支援を行っています。
◦　�安全活動普及事業で、研修会などへの講師派遣、お見舞金の支給などを行って
います。

子ども会活動中やその往復の道中に事故が起きた場合、お互いが助け合う共済事
業「全国子ども会安全共済金」と「兵庫県子ども会連合会見舞金」を受ける事が出
来ます。子ども会活動中に第三者が死傷したり、またその財物に損害を与えた場合
「子ども会賠償責任保険」があります。

加入対象者は、各市・町子連に属する単位子ども会会員です。
❶　�子ども（ ０歳～中学生、ただし就学前 ３年以下の幼児の場合、安全共済会に加
入している保護者の加入、行事への同伴が必要）

❷　指導者（高校生相当年齢以上のリーダー・成人指導者）
❸　育成者（子どもの保護者・行事協力者など）

遊ぼう・学ぼう

兵庫県子ども会連合会に入ろう

兵庫県子ども会連合会の主な事業内容

兵庫県子ども会連合会に加入すると安心して
子ども会活動を行うことが出来ます

会費は、1人、年間300円です。
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子ども会活動ハンドブック
&

子ども会育成カード

地域の子どもが体験活動や地域行事に参加するきっかけと
なり得る地域の子ども会活動を応援する「子ども会サポーター」
として、様々な企業・施設がみなさまを応援しています。

2018年度から、近畿地区子ども会連絡協議会［滋賀県子ども会
連合会・和歌山県子ども会連絡会・（一社） 大阪府こども会育
成連合会・奈良県子ども会連合会・（一社）兵庫県子ども会連
合会］が共同し、「未来の子ども会のカタチプロジェクト」を
始動しました。

※�企業・施設により特典などが異なります。事前予約時に申し出が必要な場合や利用日に「子ども会育成カード
（SHOWN Card）」の提示を求められる場合がありますので、事前に利用される企業・施設にご確認下さい。
なお、個人やご家族での利用はできません。

子ども会育成カード（SHOWN Card）

企業・施設情報は近畿地区子ども会連絡協議会のHPからご覧いただけます。
� （兵庫県内の情報は 4月末頃更新予定）

「子ども会の活動として、行先はどこがいいかな？」

「子どもも大人も色々体験する施設はどんな所があるかな？」

「無料の施設はあるかな？」

その一環として、当会では「子ども会活動ハンドブック」「子
ども会育成カード（SHOWN Card）」を発行し、県内の各単
位子ども会に 1セット配布しています。
いよいよ、第 2 弾として、新しい情報が加わった「子ども

会活動ハンドブック」「子ども会育成カード」をこの春 4月に、
各単位子ども会へお届けする予定です。

近 畿 地 区 子 ど も 会 連 絡 協 議 会

こんな時は「子ども会活動ハンドブック」をご活用ください！

子ども会活動ハンドブック
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子ども達が主体的に子ども会活動に参加し、子ども自身が考え、やってみる子ども会活動を目指した取り組み
を支援する事業です。平成３０年度は１７０の子ども会で取り組んでいます。
子ども同士が話し合うことで、コミュニケーション力が身につき、人と協力して助け合うことの大切さを実感
します。大人は、子ども達が考える活動を見守り、励ましてください。
（平成３０年度の取り組みから）

“子どもの手による子ども会”

子ども 　�配布物の提案、チラシ等の製作、協力者へのあいさ
つ・お礼

大 人 　配布物の購入、会議でのフォロー

感 想 　�子ども達が積極的に参加してくれてうれしかったで
す。地域の方が温かい声をかけてくださりうれし
かったです。子ども達を信じて見守り、とにかくや
らせる企画ではなく、楽しくできるようサポートし
たいです。

子ども 　�企画、準備、ゲームの進行、後片付け

大 人 　子どもの見守り・助言、夕食の準備

感 想 　�子ども達が楽しむ企画を自分たちで考え、進行して
楽しめていてうれしかったです。もう少し、時間を
かけてしっかりと内容を決めることが出来ればよ
かったと思いました。子ども達と行事を企画し、一
緒に成長して出来ればと思いました。

子ども 　出店の準備、運営

大 人 　子どもの見守り、サポート

感 想 　�今まで自主的に発言・行動していなかった子どもが
自主的に活動している場面がみられてうれしかった
です。子どもに任すことは、忍耐力が必要だと思い
ました。また、ついつい手を出してしまいがちなの
で、時間的余裕も必要だと思いました。

西宮市：浜脇校区戸田町子ども会阪神ブロック

加西市：朝妻町こども会北播磨ブロック

ハロウィンパレード

七夕会

夏祭り

伊丹市：車塚南子ども会阪神ブロック
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子ども 　出店の準備、運営

大 人 　子どものサポート

感 想 　�毎年、子どもは遊ぶだけでしたが、今年は子ども中
心に運営したことで地域の方々と多くふれあい、笑
顔がたくさん見られてうれしかったです。店番の交
代のタイミングなど決めていないことがたくさん
あったので次回から決められるようにしていきたい
です。

子ども 　企画、配布物の作成、準備、司会進行

大 人 　物品の借用・購入、運営の補助

感 想 　�６ 年生がリーダーという自覚を持ち、主体的に企
画・運営に取り組んでいてうれしかったです。大人
が思っている以上に子ども達には力があり、子ども
達だけで運営することにより高学年のリーダーシッ
プが育まれると感じました。

加西市：窪田町子供会北播磨ブロック

丹波市：大新屋子供会丹波ブロック

納涼大会

クリスマス会

子ども 　企画立案、開催通知の作成、班の編成などの検討

大 人 　チェックポイント係員、コース内の安全確保と見守り

感 想 　�子ども達の楽しそうな声が村の中で聞こえうれし
かったです。初めての場所や地域の事でも知らない
ことがあると思いました。子どもと一緒に活動する
ことで子ども達の様子が分かるので、たくさんの人
に参加してほしいと思いました。

オリエンテーリング

丹波市：東芦田子供会丹波ブロック
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子ども会・耳より情報

１２月 ９ 日（日）県下 ８ブロックから推薦された６３名の選手が集い、兵庫県福祉センター（神戸市中央区） で、
熱のこもった対戦が繰り広げられました。

 幼児～小学３年生の部
1 優　勝 桑垣公太朗 中播磨ブロック

2 準優勝 岡田　恭佳 淡路ブロック

3 第 ３位 長谷川澄人 北播磨ブロック

安原　奈穂 西播磨ブロック

入　賞 三浦　馨人 東播磨ブロック

後藤　葵衣 北播磨ブロック

片山　将希 中播磨ブロック

松浪　小牧 丹波ブロック

 小学４年生～中学３年生の部
1 優　勝 神尾　将瑛 阪神ブロック

2 準優勝 井上　雅詞 阪神ブロック

3 第 ３位 吉賀　伊織 阪神ブロック

白石　慶太 東播磨ブロック

入　賞 増田　篤弥 中播磨ブロック

小西　蒼生 東播磨ブロック

平川　遥輝 淡路ブロック

蟻正　紘己 西播磨ブロック

庫県子ども会オセロ大会兵 結果報告

永年にわたり、子ども会活動推進にあたっている指導者・育成者や優れた活動を展開している単位子ども会・連
合体・指導者組織に、平成30年11月11日（日）に開催の兵庫県子ども会育成者研究集会、平成31年 2 月23日に開催
の全国子ども会育成中央会議・研究大会にて表彰を行いました。受賞者・団体の皆様、おめでとうございます。今
後の益々のご活躍を期待します。

兵庫県知事表彰（ ２名）
山田　　実　 大西　道雄
社会福祉法人兵庫県社会福祉協議会会長表彰（ ８名）
木壽くにこ　 加藤　和代　 荒垣　聡亮　 岡崎　朋章
森崎　正志　 半田　幸寛　 小林　敬一　 岸本　尚史
一般社団法人兵庫県子ども会連合会理事長表彰（２２名・ ４団体）
濱田　格子　 竹谷　清子　 谷岡美由生　 高田　　忍
井阪　好子　 中田　史典　 小林　　瞳　 稲葉　　治
櫛間　洋一　 黄瀨　恵吏　 手島　綾子　 松本　　浩
土肥　昭彦　 坂本　光史　 松柏　弘一　 大島　八重
清水　寛樹　 稲田　　豊　 武中　久美　 小川　主税
米口　祐次　 福井　公平

鴻池子ども会　
南野子ども会
加古川市少年団指導者協議会
宍粟市子ども会連絡協議会

公益社団法人全国子ども会連合会会長表彰（ ２名・２団体）
守上三奈子　 安積　章仁
大久保南子ども会
豊岡市子ども会連絡協議会

第 6回

ご受賞おめでとうございます
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人と人、人と地域をつなぐ
（一社）兵庫県子ども会連合会は、様々な機関と協力して、地域づくり・子ども会活動を支援します。 こ
こでは、ご協力いただく企業・団体・施設等をご紹介します。
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有限会社 岸本出版印刷は「未来の子ども会のカタチプロジェクト」を応援しています。

この育成会ノート「あそぼう」は地域で回覧し、皆さん
でご覧下さい。

県子ども会連合会主な予定　 4月～ 6月（2019年度）
4 月18日（木） 県下各市・町子連事務局長及び事務担当者研修会（神戸市中央区）
5月15日（水） 第52回理事会（神戸市中央区）
6月 1日（土） 第53回理事会（神戸市中央区）

第16回総会（同上）

児童虐待２４時間ホットライン
中央こども家庭センター TEL 078 - 921 - 9119
西宮こども家庭センター TEL 0798 - 74 - 9119
川西こども家庭センター TEL 072 - 759 - 7799
神戸市こども家庭センター TEL 078 - 382 - 2525
　　（児童虐待夜間休日相談　 TEL 078 - 382 - 1900
姫路こども家庭センター TEL 079 - 294 - 9119
豊岡こども家庭センター TEL 0796 - 22 - 9119
児童相談所全国共通ダイヤル TEL 1

いちはやく
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ひょうごユースケアネット　ほっとらいん相談
○ 実 施 日 時 月・火・水・金・土曜日（週 5 回）

10：00〜12：00＆13：00〜16： 00
※上記が祝日及び年末年始（12/29〜 1 / 3 ）に
　あたる場合はお休みです。

○専用ダイヤル （078）977-7555
※専門スタッフによる電話相談のみです。
※相談料は無料です。

近 畿 地 区 子 ど も 会 連 絡 協 議 会

協力企業の紹介などの情報が掲載されています。

おかげさまで、今回「第100号」を発行することが出来ました。
今後もいろいろな情報を発信してまいりますので、ご協力の
ほどよろしくお願い致します。

事  務  局

〒651－0062　神戸市中央区坂口通 2 丁目 1 番 1 号
　　　　　　兵庫県福祉センター内　
　一般社団法人兵庫県子ども会連合会
　　ＴＥＬ　078－221－4081　ＦＡＸ　078－230－9670
　　月～金（ 9：00～17：00）
　　e-mail　info@hyogo-kodomokai.org
　　http://www.kodomo-kai.or.jp/hyogo/

子ども会は、地
ま ち

域に根差した、社会教育団体、地域活動（まちづくり）団体です。自分の暮らすまちを
よく知るところから、次代のまちづくりを担う子どもを育成する「まちあるき」は、楽しく、お手軽にで
きる子ども会にぴったりの活動です。「まちのお宝」「自然」「環境」「防災」…などいろんなテーマでまち
を歩いてみる「まちあるき」が拡がりをみせています。

 「まちで遊ぶ」というより、「まちを遊ぶ」感覚で！
まちに住む人、その暮らし、それらが創り出しているまちのあり様
を、遊び心をもって楽しみ味わうことが「まちを遊ぶ」ということです。
子どもたちにとって最も身近な社会である「まち」を探検しながら、人
や地域、社会との関係の持ち方を学ぶ機会です。

 「見学」というより、「探検」という視点で！
活動する前から答えが見えていたり、誰かのつくった「ものさし」で見てわかった気になっていませんか？
やってみないと答えが見えないところに「わくわく・どきどき」の楽しさがあります。
「なぜこんなところにこんなものが？」「ここに暮らす人にはどんな思いがあるの？」
まちの人、こと、ものとかかわって、まちをつくる視点を大切にしましょう。

 「まちを気づく」ことから、「まちを築く」ことにつなげる意識で！
「楽しかったね」から一歩進んで、「じゃわたしたちの暮らし方どうするの？」と発見や気づきを、これか
らの暮らしやまちづくりにつなげる意識を大切にしながらすすめましょう。

拡 が

子ども会で「まちあるき」
っ て い ま す ！

合言葉は「たんけん・はっけん・ほっとけん」

もっと楽しく、もっとためになる活動にするために…
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